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平成17年12月21日 

各位 

会 社 名 近畿コカ･コーラボトリング株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長 守都 正和

コ ー ド 番 号 2576      東証一部、大証一部

問い合わせ先 広報部長  郷 礼次

（TEL:06-6330-2191）
 

会 社 名 コカ･コーラウエストジャパン株式会社

代 表 取 締 役 代 表 者 名  

社長兼Ｃ Ｅ Ｏ 
末吉 紀雄

コ ー ド 番 号    2579    東証一部、大証一部、福証

専 務 執 行 役 員 問い合わせ先

経営管理統括部長 
森田 聖

（TEL:092-641-8588）

 

近畿コカ･コーラボトリング株式会社とコカ･コーラウエストジャパン株式会社の近畿コカ･コーラボトリング株式会社とコカ･コーラウエストジャパン株式会社の近畿コカ･コーラボトリング株式会社とコカ･コーラウエストジャパン株式会社の近畿コカ･コーラボトリング株式会社とコカ･コーラウエストジャパン株式会社の 
業務業務業務業務提携に関するお知らせ提携に関するお知らせ提携に関するお知らせ提携に関するお知らせ 

 

近畿コカ・コーラボトリング株式会社（本社：大阪府摂津市）とコカ･コーラウエストジャパン株式会

社（本社：福岡県福岡市）は、本日、経営統合も視野に入れ業務提携することに基本合意しました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

両社は、日本コカ･コーラ株式会社と共に、今後提携の具体的内容についてプロジェクトを推進

し、今まで以上に密接な協力関係を構築することで実現する様々な効果を最大限に活用し、市場

展開力の強化並びに顧客や消費者サービスの向上に努めてまいります。同時に、長期的な視点

に基づき、業務システムや市場分析等へのＩＴインフラストラクチャーの強化にも協働で取り組む計

画です。 

 

記 

１．業務提携の趣旨 

両社はこれまでも、ボトラーテリトリーの枠組みを越えて様々な協働プロジェクトを立ち上げ、そ

れぞれの市場における競争力強化を図ってまいりましたが、近年の清涼飲料業界は、流通チャ

ネルの多様化、小売価格の低下、販売競争の激化等、市場環境が激変する中で、成長を持続

するためには、自らの変革にも率先して取り組むことが急務であると判断し、両社の包括的業務

提携を決断した次第です。 

今回の連携により、両社の戦略オプションの拡大、経営の質の向上、機能連携のシナジーを

実現する計画です。 
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２．業務提携の内容 

（1）カスタマー・サービスの向上 

広域に店舗展開をされているチェーンストアカスタマーや、それぞれの地域のお得意先

様へのサービスの一層の向上を目指し、提案型営業・店頭活動能力の拡充を目的とした業

務の標準化、販売物流の改革等の分野において、両社が協働して取り組み、カスタマーへ

のサービスの拡充・強化を図ります。 

（2）サプライチェーンの強化 

コカ・コーラナショナルビバレッジ株式会社が推進する、コカ・コーラシステム全体の統合

サプライチェーン戦略と連携し、製造技術の拡充、フレッシュネスの向上、物流の効率化等

の分野において両社は協働して取り組みます。また、この計画と連動し、両社がそれぞれ所

有する製造・物流子会社の統合についても検討する計画です。 

（3）業務系システムの拡充 

両社の重要な事業基盤の一つである業務系の情報システム分野において、継続投資が

必要な情報システムや、両社の熟練社員が定年退職の時期を迎えるいわゆる2007年問題

へ迅速に対処を行うため、両社は今後業務システムの共通整備に取り組みます。 

（4）お客様満足の向上 

消費者に対する一層の価値創造を目指し、お客様満足を中心としたＣＳＲ拡充に関し両

社は協働し取り組みます。同時に、両社の自動販売機ネットワークを一層拡充し、消費者へ

新たな自動販売機価値の提供を協働で推進する取り組みも開始します。 

 

３．日程 

平成17年12月21日 業務提携基本合意契約締結 

 

４．今後の業績に与える影響 

業務提携が今後の業績に与える影響につきましては、今後精査の上、明確になりました段階

でお知らせいたします。 
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５．各当事会社の概要 

（平成17年６月30日現在） 

(1) 商号 
近畿コカ･コーラボトリング 

株式会社 

コカ･コーラウエストジャパン 

株式会社 

(2) 主な事業内容 飲料・食品の製造、販売事業 飲料・食品の製造、販売事業 

(3) 設立年月 昭和35年９月 昭和35年12月 

(4) 本社所在地 大阪府摂津市千里丘七丁目 

９番31号 

福岡県福岡市東区箱崎七丁目 

９番66号 

(5) 代表者 代表取締役社長 

守都 正和 

代表取締役、社長兼CEO 

末吉 紀雄 

(6) 資本金 10,948百万円 15,231百万円 

(7) 発行済株式総数 62,591千株 82,898千株 

(8) 株主資本 72,009百万円 165,034百万円 

(9) 総資産 106,349百万円 184,788百万円 

(10) 決算期 12月 12月 

(11) 従業員数 938人 1,819人 

麒麟麦酒株式会社 41.19% 株式会社リコー 20.26%

三菱重工食品包装機械
株式会社 13.86% 財団法人新技術開発財団 6.39%

日本トラスティ･サービス信
託銀行株式会社信託口 

3.64%
コカ･コーラホールディングズ･
ウエストジャパン･インク 4.92%

日本マスタートラスト信託
銀行株式会社信託口 

3.50%
ザ チェース マンハッタン バ
ンク エヌエイ ロンドン 4.56%

(12) 大株主および 

持株比率 

近畿コカ･コーラボトリング
グループ社員持株会 2.71% 株式会社西日本シティ銀行 4.47%
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６．各当事会社の最近３事業年度の業績 （連結） 

 

(1) 近畿コカ･コーラボトリング株式会社                        （単位:百万円） 

 平成14年12月期 平成15年12月期 平成16年12月期 

売 上 高 183,349 182,862 193,082 

経 常 利 益 5,475 5,323 7,808 

当 期 純 損 益 161 △8,934 3,638 

1株当たり当期純損益（円） 2.58 △144.38 56.27 

1 株当た り配当金 （円 ） 18.00 18.00 21.00 

1株当たり株主資本（円） 1,324.74 1,164.36 1,203.94 

 
（2） コカ･コーラウエストジャパン株式会社                        （単位:百万円） 

 平成14年12月期 平成15年12月期 平成16年12月期 

売 上 高 247,737 240,825 253,248 

経 常 利 益 17,005 19,895 17,065 

当 期 純 利 益 7,086 9,380 8,564 

1株当たり当期純利益（円） 85.48 116.25 108.80 

1 株当た り配当金 （円 ） 34.00 36.00 40.00 

1株当たり株主資本（円） 2,009.39 2,089.94 2,149.99 

 
 

以上 


